
千種川は兵庫県西部に流れる二級河川である．

しかしながら，全長72kmの比較的規模の大き

い河川である．ここの淡水ガメ相は全く調べ

られていない．兵庫県は明石市を中心に淡水

ガメ相は明らかになりつつあるが，ミシシッ

ピアカミミガメとクサガメが多く，また，ニ

ホンイシガメは県の西部に見られるだけであ

る．そこで今回は千種川の河口から源流に近

いところとその付近のため池にカメ罠をかけ

て，捕獲されるカメの種を同定し，甲長など

のサイズを計測した．その結果，クサガメが

215個体が捕獲され，優占種であることが明ら

かになった．また，在来種のニホンイシガメ

は次に多く33個体が捕獲された．このことよ

り，本河川にはニホンイシガメがまだ多数生息して

いるが，大陸からの外来種と考えられるようになっ

たクサガメが増殖し，それを追いやる傾向が見て

取れた．また，近年全国的な増加が指摘されるミ

シシッピアカミミガメは21個体捕獲された．しかし，

本種の数はまだ少なく，全体の7.7％であった．こ

れから，ミシシッピアカミミガメはまだ侵入してまも

なく，これから増殖することが危惧された．また，ニ

ホンスッポンは３個体捕獲された．このように千種

川はある意味日本のミシシッピアカミミガメも侵入

していない古い時代のカメ相を呈しているものの，

クサガメはどんどん増殖し，さらにミシシッピアカミ

ミガメも最近侵入し増えている様子が明らかになっ

た．
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